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『連環画研究』第４号 2015年２月 
 
 みんな連環画が悪いのさ 
   ̶ 少年は連環画を読んで峨眉山をめざす…… 
 
                    武田 雅哉 
 
 かつて、漫画ばかり読んでいるとバカになると言われた時代があった。だが、大学
生が漫画ばかり読んでいるような時代が到来するや、かりにも大学生なんだからバカ
ではなかろうという甘い大前提によるものか、そんな説も主張されなくなった。 
 なにごとも、一把ひとからげに「良い」とか「悪い」とは言えないもので、漫画に
対しても、「良い漫画」と「悪い漫画」の判定がなされた。筆者が小学生の頃には、永
井豪の『ハレンチ学園』（1968～1972）は悪い漫画であり、当局から、よいこは読む
べきではないとの指定を受けた。おそらく上層部からのお達しで、教師がこの問題に
ついて指導しなければならないホームルームの時間に、尊敬すべきわがクラス担任の
Ｔ先生からは、「おまえたち、かくれて読むように」との適切なるご指導をいただいた。
ふだん漫画本を読む習慣があまりなかったはずの筆者も、そのような社会の風潮に押
され、学校内でのひそかなる『週刊少年ジャンプ』の回し読みのお陰をもって、『ハレ
ンチ学園』を閲読する僥倖を得たのであった。その影響で「ハレンチな大人」になっ
た者がどれほどいたのかについては、いまだ信頼すべき調査がなされていない。 
 
連環画を読んで堕落する 
 きょうは、「悪い連環画」を読みすぎて、ダメ人間になってしまった人たち、あるい
は不思議な行動に走った子供たちのお話しである。 
 『青年李長寛の堕落』（『青年李長寛的堕落』白純煕/編文、高季方、舒華/絵図。五
六開、湖北人民出版社、1956、武漢）は、「青年李長寛

りちょうかん
の堕落」（全 28 齣）と「周

しゅう
真
しん

森
しん
はいかにして犯罪の道に進んだのか」（「周真森怎様走上犯罪的道路的」全 12 齣）

と題された二つの作品を収める。いずれも左頁文・右頁図である。 
 「内容簡介」を読んでみよう。 
 

この連環画は、ふたつの物語を収録しています。ひとつは「青年李長寛の堕落」、
ひとつは「周真森はいかにして犯罪の道に進んだのか」です。物語はそれぞれ、 ���
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ある子供が、旧社会の、反動的な、淫穢
いんわい

な、荒誕なエログロ本にはまってしまい、
その思想に深い害毒を受け、ついには荒淫無恥なる腐りきった生活の道を歩み、
はなはだしくは反革命分子によって利用されてしまったことを描いています。か
れらのそれぞれの経緯を通して、反動的な、淫穢な、荒誕なエログロ本の罪悪の
本質を、徹底的にあばきましょう。 

 
 もう一冊は『岐途』（余真/改編 李維/絵図。五六開、江蘇人民出版社、1956 年、
南京）と題するもので、全 52 齣（1、2 齣はなし）、上図下文。表紙もなく、小人書攤

しょたん

（連環画の賃貸をしている露天商）のおっさんの手作りであろう。内容紹介の頁もな
いので、あらすじを書いておく。 
 

子供のころから説書（講談、語り物）を愛し、「荒誕・淫穢」な連環図画や武侠小
説にはまってしまった徐州の辛長安

しんちょうあん
は、学校もサボりがちで、家のものを持ち出

しては、それらの本を買う費用に充てていた。武侠の師を求めては、仲間たちと
不良生活をつづけ、ついには殺人を犯して金を手に入れようとするが、失敗して
逮捕され、徒刑８年の労働改造の判決を下される。そんなかれも、いまでは更生
して、真人間になろうとしているのである。 
 

 これら三人に共通しているのは、犯罪者になった主要な理由として、「悪い連環画」
を愛読したことがあげられていることである。それらがどのように悪いかという形容
として、「反動、淫穢、荒誕」の三重悪が冠せられている。 
 
悪い連環画は国民党の陰謀？ 
 二冊はいずれも 1956 年の発行である。それは、1955 年 5 月 20 日に中共中央から
発せられた指示を受け、7 月 22 日には国務院から発せられた「反動的、淫穢的、荒
誕的な書籍、雑誌、図画の処理に関する指示」（関於処理反動的、淫穢的、荒誕的書刊
図画的指示）、さらにこれらを承けて７月 27 日に『人民日報』に発表された社説「反
動、淫穢、荒誕な図書を断固として処分しよう」（堅決地処理反動、淫穢、荒誕的図書）
などの文化政策に呼応して企画され、刊行されたものであることを物語っている。キ
ャンペーンは翌年まで継続され、その間、「少年児童読物」「通俗図書」「農村通俗読物」
などについても、現状報告と改善案の提示等の作業が、政府の名のもとに展開された。 
 『人民日報』7 月 27 日の社説の一部に目を通しておきたい。 ���
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 目下、全国の省会以上の都市には、書籍と連環画の賃貸をしている店舗、書攤
が一万以上ある。かれらの手のうちには、旧社会が遺留した、反動、淫穢、荒誕
な旧小説や旧唱本、旧連環画、旧図片が大量に存在していて、毎日、数十万の読
者に提供されている。そして帝国主義、蒋介石の匪賊と資産階級不法分子は、ま
さしくこの種の害毒ある図書を引きつづき製造しては、各種の方法でひそかに全
国各地に運び、工人、店員、青年、児童を誘惑して読ませているのである。 
 この種の図書は、帝国主義の侵略戦争を鼓吹し、民族と種族の蔑視と迫害を宣
揚し、特務のスパイ活動とヤクザの窃盗行為を誇張し、荒淫と奢侈、逸楽を好み
労働を憎むこと、享楽至上主義の人生哲学を提唱しては、人民、特に青年たちの
心に害毒をもたらし、かれらを腐敗堕落の道に追い込むものである。 
 多くの者が、これらの図書を読んだ後、肉体を蝕まれ、精神を病み、妄想にか
られ、心理を混乱させてしまい、ある者は山に入って剣術を学ぼうとし、ある者
は一日じゅう、歓楽の地に入りびたり、学業は荒廃し、生産活動にも消極的にな
った。ゴロツキ集団を組織して義兄弟の契りを交わし、兄よ弟よと呼びあい、凶
悪な暴力を行使して、街頭で覇を唱え、異性をもてあそび、少女を姦淫し、公共
の財産を盗み取るものもいた。このような反動、淫穢、荒誕な図書は、事実上、
帝国主義と蒋介石匪賊集団の「第五

スパ イ
部隊」の任務に当たっているのである。 

 
 また、これに先立つ『人民日報』5 月 15 日（第６版）の社説「反動、荒誕、淫穢
な書籍と雑誌を厳しく取り締まろう」（厳厲取締反動、荒誕、淫穢的書刊）では、読者
からの手紙の紹介という形をとって、この種の連環画の害毒を説く。 
 

読者は指摘する。荒誕な武侠書籍は、雲に乗って空を飛び、火を噴いたり剣を吐
いたりなどの神秘的な内容をテーマとしているが、実質上は、唯心主義を撒き散
らすものである。 
読者の張煕昇は言う。ある書攤では、多くの小人書を貸し出しているが、すべて
が荒唐無稽な内容で、子供たちを悪事に導くようなものである。（中略） 
多くの青年は、このような本を読んでは、終日妄想に耽り、生産活動に影響をき
たし、学業を荒廃させてしまう。ある者たちは、この種の書物の害毒にあたって
から、チンピラと徒党を組んだり、あるいは山に入って道を求めることを空想し
たりするのである。 ���
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連環画のあとは仙術修行に 
 おもしろいのは、「山に入って道を求
める」である。「入山求道」あるいは「入
山求仙」「入山訪道」などと称される行
動は、深山に仙術の師匠を捜しもとめ、
これに術を学ぶことである。それが、
武侠や神怪ものの小説や連環画の読み
すぎに起因するというのだ。 
 ここで連環画の書攤を描いた場面を
鑑賞しておこう。反面教師として描か
れているとはいえ、連環画に読みふけ
る子供たちの熱中ぶりが伝わってくる。 
 「李長寛」には露天の貸本屋が描か
れていて、「張発記租書…」の看板が見
える。左端の机の布には「新到新書 飛
剣侠」と書かれている（右上図）。 
 「周真森」のほうにも、連環画の貸
本屋が描かれているが、やはり「大剣
侠」の字が見える。読みふける子供た
ちは、かなり年齢が低いようで、読み
ながらも、オモチャの剣を振りまわし
ている。周真森はその様子をうらやま
しげに眺めている（右中図）。 
 『岐途』にもしばしば連環画屋が描
かれるが、この絵には看板が描き込ま
れていて、「蛮荒侠影」、「包你百看不
厭！包你越看越好！」（百篇読んでも厭
きがこない！ 読めば読むほどおもし
ろい！）とある（右下図）。 
 「周真森」では、『人民日報』にも指
摘されていた「入山求道」を実行してしまう。武侠の物語を読みすぎた周は、「法師・
剣侠」の「超人法術」、「鏢

ひょう
客・寨主」の「豪侠の気」でアタマがいっぱい。ある時、���
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「四川の峨眉山に行って師匠を探し、武芸と隠れ身の術を教えてもらおう！」と決意
をかためて、漢口の港で船に潜んだものの、飢渇に耐えられず、見つかって家に戻さ
れてしまうのであった。 
 そして『岐途』の辛長安も、怪我を
して松葉 をついているにもかかわら
ず、レンガ割りの訓練に励み（右図）、
やはり峨眉山に行って、本当の法術の
師匠を探そうと画策するのだが、旅費
を稼ぐために人力車夫を殺すことを計
画し、未遂のうちに警察に捕まってし
まう。人民法廷で八年の徒刑という判
決を下された辛長安は、労働改造隊に
おいて、寛大な教育を受け、真人間に
なろうと努力しているという。 
 この手書きの表紙には、書かれた時は不明だが、「火に走りて魔に入る この人はい
ま、すでに 67 歳。徐州の人。書物を読んで迷い、侠客とならんことを妄想した」（走
火入魔 此人現今已 67 歳、徐州人、看書上当妄当侠客）と書き込まれている。 
 以上の作品については、拙文「よいこたちの書物戦争̶̶悪書のある文学史」（『中
国乙類図像漫遊記』大修館書店、2009）で、絵とともに詳しいあらすじを紹介してお
いたので、そちらのほうをごらんいただきたい。 
 ちなみに、梶井純「貸本マンガの時代 貸本の隆盛と「悪書追放」̶̶一九五五年
新聞キャンペーンの詐術」（『貸本マンガ史研究』第４号、2001 年 3 月）によれば、
日本においても、やはり 1955 年に悪書追放キャンペーンが展開していたという。 
 
ある知識分子の読書史 
 「悪い連環画」を読みすぎてダメ人間になった人というテーマに、いまひとつの作
品を添えておこう。 
 これまた表紙も奥付もついていないため、出版年も絵師もわからないのだが、厚紙
を貼り付けた手作りの表紙に、手書きで「思想転変」と書かれている。とりあえずは
これを信じて、タイトルを『思想転変』としておこう。いまのところ、手もとの連環
画目録のたぐいには見えない。サイズは五六開。全 104 齣。一部を除いて、上図下文
形式である。 ���
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 これもまた、新中国において、その旧式の「思想」を「転変」させることに成功し
た男の物語であるが、民国に教育を受けたひとりの知識分子の読書史といった視点で
読むこともできるだろう。最初に文字説明があるので、それを読んでおこう。 
 

李明は、旧社会で成長した知識分子である。かれの人生の簡単な紹介から、かれ
がどのようにして旧社会の害毒を受け、無自覚のうちに、その中に沈淪していっ
たかが読みとれよう。新しい思想の啓示を、何度も受けたにもかかわらず、さい
ごには悪しき力の打撃にあがないきれず、またそちらに引きずり込まれていった。
解放後は、かれは理論と実践の学習を経て、その思想は転変をはじめた。以下は、
かれの思想の総括である。 

 
 李明は人民革命大学の学生である。その
日、みずからの思想の経緯を総括して述懐
することがおこなわれていた。 
 沈痛なおももちであった李明君も、毛主
席の肖像の笑顔に励まされて話しだす。以
下、李明君が「読んできたもの」が示され
ている図像を拾いながら、読んでいってみ
よう（第 1 齣）。 
 李明は封建大地主の家庭に生まれ、小さ
い時から甘やかされて育ってきた。祖父は
前清の進士で、大官を経験している。退官
後は骨董趣味に明け暮れする日々。父は一
日じゅうアヘンを吸い、子供の教育にも関
心がない。母はマージャン好きで、マージ
ャンをしながら李明におっぱいをあげてい
た。李明は六歳で家塾に入り、「人之初、性
本善……」と『三字経』の勉強を始めた。
母は李明に本を読むようにさせ、いつもこ
う言い聞かせた。̶「書物の中にこそ黄
金の屋敷がある。書物の中にこそ玉のよう
な美女がいる」と（第９齣）。 ���
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 この文句は、宋真宗
しんそう

による「勧学詩」
の一節「書中自有黄金屋、書中有女顔如
玉」に由来している。 
 李明は七歳で教会小学校に入学する。
「神は人類をお作りになり、世界を創造
した」と習う。ふだんから金持ちの子弟
とばかり交流していた李明には、貧乏人
の子供をさげすむ習慣がついていった。 
 学校が引けたあとは、「武侠連環図画」
を読むのが大好きであった。これによっ
て、「幻想を愛好し、実際に務めない」と
いう性格が作られていった。絵には、上
文下図の、民国期によく見られる連環図
画の形式が反映されている（第 13 齣）。 
 また、『児童世界』『小朋友』などの児
童雑誌も読んでいた。これからは新しい
文学と科学知識の啓蒙をうけ、かれのな
かに文芸愛好の種子を蒔いた。両者はい
ずれも、1922 年に創刊された、民国期
を代表する児童雑誌である（第 14 齣）。 
 西洋崇拝の風潮のなかで、母にねだっ
て洋服を作ってもらったりもした。 
 13 歳で中学に入ったが、勉強はよくで
きた。すでに家塾で、国語力はじゅうぶ
んつけていたからである。学力はいつも
学年でもトップで、先生からも誉められ、
みずからも誇らしく思っていた。 
 学校が引けると、『三国演義』などの旧
小説を愛読し、その英雄たちを崇拝した。
じぶんが趙子龍だったらなあ……長い槍
をふりまわして、なんてカッコいいん
だ！（第 18 齣）。 ���
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 また、才子佳人小説も愛読し、みずから
を「才子」にみたて、美しい「佳人」との
出会いを妄想するのであった。 
 背景に書かれた掛軸の「萬般皆下品

よろずみなげひんにて
、

惟有読書高
どくしょのみとうとし

」は、北宋、汪洙
おうしゅ

「神童詩」か
らとられたものである（第 19 齣）。 
 とはいえ、古いものばかり読んでいたわ
けではない。新しい文学についても、それ
なりに関心はあった。 
 特に、張資平

ちょうしへい
の三角恋愛小説を愛読した。

あとになって、魯迅先生の『吶喊』『彷徨』
などもお気に入りではあったが、その尖鋭
な諷刺については、まだよく理解できなか
った。 
 いかにもお金持ちのおぼっちゃんといっ
たお部屋。机の上には、『吶喊 魯迅』、『彷
徨 魯迅』、『張資平』、『阿Ｑ正伝』と書か
れた表紙の本が、雑然と置かれている（第
20 齣）。 
 中学を出ると、ある有名大学に入った。
学生たちは、愛国運動に熱心であった。李
明も、はじめはデモに参加していたが、警
察特務の棍棒や放水に耐えられず、やがて
関心もなくなり、図書館に籠もる生活に戻
った。ギターを抱えて「風流青年」を気取
ったりもした。 
 有毒なアメリカのエロ映画や探偵映画も
楽しむようになり、俳優たちの名前を覚え、
ファッションを真似て、ちょっとした映画
マニアにもなる（第 23 齣）。 
 ひとり公園で読書をすることもあった。
張恨水の小説も読んだし、巴金や茅盾の創���
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作も読んだ（第 26 齣）。 
 学校の「社交界のヒロイン」と目され
る女性と恋愛し、純粋な恋愛至上主義者
となる。彼女とともに西洋的な娯楽に陶
酔した。 
 大学の卒業試験が終わったころ、七七
事変（1937）が起き、日本

リーペン
鬼子
グ イ ヅ
が盧溝橋

事件を発動した。卒業したとたん、失業
である。 
 ある愛国組織に所属する友人が、進歩
的な本を薦めてくれた。表紙には『聯共
（布）党史』とある。これはスターリン
による『ソ連共産党（ボリシェヴィキ）
歴史教程』（1938）の中国語訳である（第
31 齣） 
 ある友人は、山西に行って八路軍の遊
撃隊に参加することを薦めてくれたが、
そんな勇気もない。緊張の中、北京を脱
し、南京を経て、漢口に逃げた。李明は
多くの青年たちとともに救亡運動に参加
し、街頭漫画を展覧して、祖国を守る詩
をうたった。このような仕事をつづけな
がら、長沙から重慶に移動したが、そこ
で大病を患ってしまう。病気が治っても
素寒貧で、目の前は真っ暗であった。 
 土地の権力者にすがって、某県の税務
局局長の役職をもらったものの、情けな
い境遇に、かつて小説で読んだ隠士への
妄想が頭をもたげてきた（第 47 齣）。 
 大学時代の友人が、田舎の町に中学校
を作るというので、これに参加する。官
僚、地主、商人たちの献金で経営してい ���



 10 

るもので、授業中は教育局の監視がついた。
進歩的な書籍を読んでいた李明は、授業中
の過激な発言が問題となり、学校をクビに
なる。 
 友人の紹介で、ある新聞社に勤めるもの
の、書いた記事が問題となり、当局から三
日間の発行停止の処分を喰らう。怒った社
長は、李明をクビにする。 
 アメリカ軍の通訳の仕事を得るが、傲慢
で乱暴なアメリカ兵に、李明は辟易する（第
58 齣）。 
 貴金属投機でいささかの財を得た李明は、
ある女弁護士と結婚する。やがて抗戦勝利
の報に接し、李明は上海にもどる。救済総
署に職を得たが、署員はみな一日じゅう新
聞を読んでヒマを潰しているだけで、芯か
ら腐りきっていた。国民党反動派の新聞を
見るにつけ、共産党に対する見方が変わり
はじめた（第 67 齣）。 
 1949 年４月、まちが解放されると、恐
れと疑いのなか、解放軍を見に行った。民
衆がかれらを歓迎する様子を見て、深く感
動し、従来の認識がまちがっていたことを
自覚した。それでも革命に参加する勇気は
持てなかった。 
 ある日、老解放区の友人が訪ねてきた。
かれは李明に多くの新思想の本を紹介した。
本棚には毛沢東『新民主主義論』『弁証法唯
物論』『毛沢東選集』、艾思奇『大衆哲学』、
マルクス『資本論』、『歴史唯物論』などが
見える。李明は熱心に読み始める（第 72
齣）。 ���
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 そのころ革命大学が学生を募集し始めた
ので、これに応募した。革命大学とは、党
中央が、1949 年 2 月の華北人民革命大学
を皮切りに、全国各地に設けた大学である。
最初は早く起きて遅く寝る習慣になじめず、
グループ学習では、自分の学力を恃みに、
同学たちを下に見ていた。 
 ある時、『サルから人へ 労働が人類を創
造し、労働が世界を創造する』という資料
を学習した（第 76 齣）。 
 人類は、労働によって、サルからヒトに
なったというエンゲルスの著作である。そ
れは、かれが学んだ、神が人を作ったとい
う説を否定するものであった（第 80 齣）。
絵ではサルから人類に進化していく課程が
図解されているが、サルの絵はとてもヘタ
クソである。 
 これを学んだ李明は、労働と労働者を愚
弄してきた過去の自分を振り返り、実際の
労働に参加するようになる。 
 開国典礼にも参加し、天安門で、偉大な
指導者毛主席をその目で見た時は、あまり
の感動に、涙が湧き出るのを禁じえなかった。 
 建国後、土地改革に参加したり、工場参観もした。また農作業を手伝う人民解放軍
の「人民に奉仕する」という偉大な精神にも感動した。 
 連環画は、人民解放軍が農作業を手伝う場面を描いた、第 104 齣で終わっている。
ここには特に締めのお言葉もないので、まだ数頁あったのかもしれない。 
 李明君は、はじめに紹介した「不良たち」とは異なり、ごくふつうの、育ちのよろ
しい、教養のある本好きな男性である。伝統的なものも好みつつ、新しい文学や思想
にも魅かれていく。峨眉山の仙人にも憧れたのであろうが、そのおとなしさゆえ、実
行するには到らなかったのである。 
 ���
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民国期の連環画を『申報』に読む 
 『人民日報』の社説によれば、1955 年当時における「反動、淫穢、荒誕な書籍と
雑誌、図画」の猖獗は、帝国主義と蒋介石匪賊集団による文化的な破壊工作であると
いうことだが、はたしてそうだったのだろうか？ ここでわれわれは、時間をさかの
ぼり、中華民国期の連環画情況をのぞいてみることにしよう。 
 民国期の連環画の実態については、よくわからない。現在書かれている連環画の通
史では、それが「解放前」「国民党時代」という価値を賦与された時代の産物であり、
いくつかの経典とすべき作品や、魯迅がらみの進歩的とされる作品、新中国以降も活
躍した絵師などに光があてられる傾向があるが、それらは、ひとつの色眼鏡で見たシ
ーンにすぎない。いまはとりあえず、当時の新聞、ここでは『申報』の記事に、特に
上海における連環画情況を拾い読みしてみるとしよう。 
 民国期における、「連環画」を謂う語彙には、「連環図画」「小人書」「小書」「連環図
画小説」「図画小説」などがあったことを確認しておこう。それぞれ意味範疇も微妙に
異なるが、特に多用されていたのは「連環図画」であった。以下の抄訳では、これら
の語彙をそのまま用いることにする。 
 
書を読んで山に入ろう！ 
 1928 年 11 月 27 日（第 23 版）の「出版界消息」には、『連環図画封神榜』が交通
路の玫瑰書店から出版されたとの記事が見えている。天蟾舞台（現在の逸夫舞台の前
身だが、当時は九江路にあった）で演じられた芝居をもとにして描かれたものらしい。 
 その五か月後の「出版界消息」（1929年4月10日第27版）には、『連環図画封神榜』
が、「内容は神秘性が多く、文章はわかりやすく、女性や子供にも読みやすい」とあり、
出版以来、うなぎのぼりの売れ行きで、初版は早くも売りきれた、と報じている。 
 1930年代に入ると、連環図画に関する記事は、そのような出版情報に加えて、「事
件」性を帯びたものが見られるようになる。 
 「５人の子供が仙人を求めて旅に出る」（「五童求仙去」1931 年 8 月 12 日第 15 版）
と題された記事は、なかなか衝撃的だ。 
 「今年の春 3 月、上海在住の 10 歳になるやならぬの子供５人が、俗世に見切りをつ
け、袂を連ねて峨眉山に赴き、道術を学ぼうとしたことが、一時、奇談として伝えら
れたものだが̶」と、記事はこのようにして始まる。 
 この集団家出事件は、子供の１人がホームシックにかかり、その兄とともに帰宅し
たことをきっかけにして、全員の行方が判明し、みんな無事に帰宅したらしいが、記���
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者は、「あにはからんや、一度あることは二度あるものです」とつづけて、今回の事件
を報じている。 
 記事によれば、これもまた上海の、平均年齢 17、8 歳の５人の少年が、武侠小説の
邪説に染まり、連れ立って山に入り、仙人を訪ね、仙術を学ぼうとしたというのであ
る。残していった所持品のなかからは、『電影連環図画 火焼紅蓮寺』など 20 冊の連
環図画が発見されたという。さらにかれらは、『封神榜』『西遊記』『七剣十三侠』『江
湖奇侠伝』などの「武侠神怪小説」をもっとも愛読していたという。 
 記者は「この種の図文並重の武侠本こそが、５人の子供を導いた出発点であったろ
う。教育当局は、この種の鬼神妖怪あいなかばする民間の読物に対して、しっかりと
注意を払うべきである」と結んでいる。 
 新中国の 1955 年という時点で、連環画の悪影響が原因とされた、「子供が連環画を
愛読し、入山求道する」という事件と、まったく同一の事件が、20 年以上の時空を隔
てた過去において、すでに発生していたのであった。さすがにこれを、蒋介石匪賊集
団の陰謀に帰することはできないだろう。 
 『申報』を拾い読みするかぎり、その後の連環図画に関する記事は、じつは、この
ような「悪い連環図画」にまつわるものが、その多くを占めるようになってくるので
ある。その論の基調は、おおむね次のようなものである。すなわち、清末期にくらべ
て、児童向けの読物は、数においては増えたものの、質についてはいまひとつであり、
おもしろさに欠け、子供たちの興味を引く力を持ち合わせない。そのために、おのず
と子供たちの興味関心は、旧態依然とした、好ましくない内容の連環図画に向かって
いってしまうのだ、と。そのような風潮もあってか、最初に紹介したような、『封神榜』
的な神怪連環図画の出版情報は影をひそめていく。ただし一般書や映画の広告ページ
では、神怪や武侠ものは、あいかわらずお盛んであったが。 
 そんななか、立齋「〈毛毛雨〉およびその他」（「〈毛毛雨〉及其他」1933 年 11
月 23 日第 20 版）は、南京市政府が「毛毛雨」などの流行歌を取り締まり、また上海
市教育局が内政部の命令を受けて「神怪淫穢小人書画」を取り締まったことをとりあ
げて、「連環図画の取り締まりには、もとより異議を唱える者ではないが、ではいっ
たい何をもって代替するのか？」「しかるべきもので代替しないのであれば、一切の
取り締まりや発禁も、すべて空談となってしまうであろう」「一枚の紙の禁止令では、
その流行を抹殺することができないという（連環図画の）勢いが、すべてを明白に物
語っているではないか」とする。 
 「悪い連環図画」に対して、行政機関が取り締まりを試みていたことがわかると同 ���
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時に、それが、あまり功を奏していなかったらしいことがわかる。そしてまた、20
年後の新中国で用いられていた「神怪、淫穢」という形容が、すでにこの時点で連環
図画に冠されていたことは、記憶に留めておくべきだろう。 
 行政機関による取り締まりは、その翌年、1934 年 8 月 1 日（第 17 版） 「図書雑
誌審査会が連環図画図稿を審査」（図書雑誌審査会審査連環図画図稿）という記事に、
その具体的なケースが見いだせる。それによれば、上海で刊行される連環図画の図稿
は、1934 年の 1 月より、上海市教育局で審査を経るべきものとされていたが、いま
中央宣伝委員会図書雑誌審査委員会が成立されたのをうけて、８月１日以降は、図稿
はこの委員会で審査されることとなり、連環図画は、この審査で批准されて初めて発
行できるのだという。 
 1934 年には、似たような内容の記事が、じつに多い。8 6 第 13
「街頭図書館」を読んでみよう。 
 

 上海のほとんどすべての街路では、小さな書攤を目にすることができる。そこ
では多くの連環図画の小さな本が、とてもきれいに並べられていて、銅銭何枚か
で、何冊かを借りることができる。それゆえこれを「街頭図書館」と命名しても
いいだろう。『八剣十六侠』『仙山奇侠』『小熱昏』のたぐいが、全蔵書の書目
を代表しうるだろう。車引き、女中、下男、さらには奥様たちまでが、この図書
館の顧客である。なかんずく、本を借りるのがいちばん多いのが、子供たちであ
る。このような情景は、容易に観察されるだろう。 
 私は、この種の書物は子供にとってよろしくないものであり、積極的に禁止す
べきであると考える。なぜなら、この種の書が説いているのは、荒唐無稽な奇談
でなければ、淫穢耐えがたいウソでたらめだからである。これは、なにも知らな
い子供たちに対して、少なくとも、思想上の虐待となろう。以前、多くの低学年
の生徒たちが、仙人修業のために家出をするという事件が発生したが、この種の
小書が、そのような事件を引き起こした犯人なのである。 
 また、この種の小書は、多くの人に読まれているため、伝染病の菌が付着して
いる可能性は免れない。子供が読んだあと、菌が付着した手でものを食べたりす
ると、病気が伝染するかもしれないのである。 

 
 最後の注意は、確かにそうだと思う。前半に描写された民国期の書攤風景は、茅盾
が 1932 年に書いた「連環図画小説」（『文学月報』1932 年第 5-6 期合刊）にもあい���
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通ずるものがあろう。魯迅は、同じ年の 10 月に「連環図画弁護」（『文学月報』1932
年第 1 巻第４号。『南腔北調集』所収）を、1934 年には「連環図画瑣談」（『中華
日報』1934 年 5 月 11 日。『且介亭雑文』所収）を書いている。 
 
華氏 451 度 

1934 12 13 第 15 市教育局は第一回発禁連環図画を
焚書に処す ぜんぶで 2 万 5 千余冊 市教局焚燬首批被禁連環図画 共二万五千余
本

 
 1932 年 1 月 28 日の上海事変、いわゆる「一・二八事変」で、焚書にする予定の画
稿が戦火で焼けてしまったケースもあったようだ（同上）。 
 連環図画の改良が、それほど効果的には進展しなかったことを伝える、以下のよう
な記事も見える（1935 年 11 月 20 日第 11 版）。 
 
 「市教育局 継続して連環図画を審査」（市教育局 継続審査連環図画） 

 本市各書局で発行される連環図画は、多くが神怪淫穢作品に類する。教育局が
前年に整頓に従事して以来、各種の新たに出版される図画は、日に日に改良され、
着実に効果をあげていた。 
 しかし中央宣伝委員会図書雑誌審査委員会が作業を停止して以来、図稿を審査
する部門は、専任者不在のままである。各書局においては、旧態がふたたび復活
しつつあり、神怪猥褻の図画を競うように印刷し、以前の努力が、ほぼ完全に水
泡に帰しているのは、まことに惜しむべきことである。 

 
 政府は、1935 年 8 月 1 日から翌年の 7 月 31 日までを、全国児童年とした。これ
にともない、各種の児童文化がらみのイベントが、全国でおこなわれることになる。
張楽平の「三毛」も、この年に生まれている。 
 1936 年の１月に南京で開催されていた教育部全国児童年実施委員会主辦の全国児
童読物展覧会では、その第七陳列室に、現今の社会で流行している児童読物として、
「連環図画」のたぐいの不良図書が展示されたという。具体的には、『混元鏡』『紅衣
盗』『鳳娘』『大閙龍舟』『呉大人私訪九人頭』『秦香蓮帯子覓親夫、陳世美不認前妻』
など 229 種であったという（「教育新聞」1936 年 2 月 3 日第 14 版）。 
 記事は、「このような読物が一般の未成年の児童の目に触れたら、その悪影響はいっ ���
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たいどれほどのものか、まこと注目すべき問題である」とまとめている。 
 1936 年 2 月 23 日（第 18 版）の束潔「申報本埠増刊 業余周刊 業余漫筆 児童
読物問題」は、児童年そのものに対しても、きわめてクールな批評を加えている。 
 

子供たちが一日じゅう「連環図画神怪小説」に浸かっているのを見ていると、私
の心は、言い知れぬ苦痛に襲われる。（中略） 
児童の読物に関して、この空前の児童年において、児童年ではない年と異なる成
果が、なにかあったであろうか？ 子供たちは依然として連環図画のなかにどっ
ぷりと浸かっていて、子供たちの頭には、依然として神怪小説の毒素が充満して
おり、子供たちは永遠にこの拙劣な食糧̶精神の食糧を呑み込まされるのだ！ 

 
 1937 年 5 月 6 日（第 17 版）掲載の周戈「連環図画」には、またしてもあの「入山
求道」現象が指摘されているが、これに対して、あらたな解釈を加えている。 
 

 子供たちが旧態の連環図画を読むや、往々にしてこれに魅了され、「家出」騒ぎ
が出来したものだ。家出してどこに行くのか！ 峨眉山に行き、道術を求め、仙
人を訪ねるのだ。このような家出騒ぎが、なんどもなんども起きてしまうのは、
子供たちの純粋な気持ちのゆえにほかならない。かれらは、現在の社会の不公平
に対し、自分はこんなに小さくて、この不正を排除することができないと、激し
い痛恨の念をいだいているのである。そこで「剣仙武侠」に出てくるような、世
の不正を正す「超人」に対して、あこがれの感情をいだき、もしもかれらの「武
芸」を習得し、口から一筋の白い光線を吐いたり、手裏剣で敵を一発で仕留める
ことができたら、心中の鬱憤をはらすことができて、なんと痛快なんだろうと考
えているのだ。連環図画が小学生の心をわしづかみにしているのは、ゆえなきこ
とではないのである。 
 最近、南京夫子廟

ふうしびょう
小学の生徒３人が、日ごろより連環図画を愛読していて、こ

れに魅了されたため、つれだって家を出て行方不明となったが、のちに家族に連
絡があり、五台山に修行にゆかんとしていたことがわかった。社会局が、かれら
の不思議な行動を調査したところ、ふだんから愛読していた連環図画が原因であ
ることが判明した。そこで、各書店がこの種の図画を印刷することを禁止し、同
時に各学校に通達して、生徒の行動に注意するよう、またこの種の図画の内容の
荒唐無稽なことをよく諭し、今後このようなことのないよう警告した。（中略） ���
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 人がこの世で生きていくためには、物質的な食糧のほかに、精神的な食糧がも
っとも重要である。（中略） 
 子供たちは、年齢が低いとはいえ、精神の食糧に対する飢渇は、同じなのであ
る。したがって、連環図画を禁止するのは、妥当ではない。時代に応じて、新し
い連環図画が出てきて、しかるべきなのである。（中略） 
 古くなって腐敗した食糧を、健康に害があるからと言って禁止しておきながら、
いっぽうで新鮮な食糧を提供しないのであれば、餓死してしまうのではないだろ
うか？ いまいちど大声で叫ぼう「子供を救え！」 

 
 さながら「少年十字軍」である。神怪連環画に夢中になり、峨眉山や五台山に仙人
を求めて旅に出ることに、子供たちの素朴な正義感を認めようとしているのである。
たしかに、これから８年にわたる「抗日戦争時期」に入り、かれらがその光線や神剣
で打倒すべき〈鬼子

グイ ヅ
〉が、眼前に出現したのであった。『申報』もまた、この年末から

幾度となく休刊を繰り返し、正常な刊行状態を保つことが難しくなる。 
 
抗日戦後の連環画 
 抗日期が終わり、復刊した『申報』に連環図画の記事が始めて見えるのは、1946
年 9 月 24 日（第 12 版）の「自由談」である。その少夫「連環図画」なる文は、二日
前に起きた殺人事件の話題から始まる。 
 

 22 日の早朝５時、北京路にて、実の弟が、兄と兄嫁を殺害するという事件が発
生した。犯人の妹によれば、犯人は日ごろより連環図画を愛好していたが、犯行
に及んだ夜も、なお『翠屏山

すいへいざん
』を読んでいた。あろうことか、石秀が兄貴分の嫁

を殺したのに效
なら
ったのであった。連環図画の毒に当たったのかもしれない。 

 連環図画の内容は、おおよそ姦淫、盗賊、神怪の三種類に含まれる。図画で表
現され、廉価であり、発行も広範なので、大衆に普及し、深く民間に入り込んで
いる。社会に対する影響はたいへん大きい。（中略） 
 児童を救う見地から、当局は、これを積極的に取り締まるべきである。（中略） 
 当局が、このような毒素のある書籍に発行の許可を出しているのは、どうして
なのか？ だれがこれを管理しているのか？ そこには別の事情があるのか？ 

 
 『翠屏山』は、『水滸伝』第 46 回のエピソードである。石秀は

せきしゅう
楊雄
ようゆう

と義兄弟のちぎ ���
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りを結んだあと、楊雄の妻潘巧雲が、和尚の裴如海と姦通に及んだのを知り、裴如海
を殺し、さらに楊雄に真相を知らしめて、潘巧雲と侍女の迎児をも殺し、ともに梁山
泊に入る。 
 連環図画がトリガーとなって引き起こされた殺人というセンセーショナルな話題は、
人びとの好奇の対象となったようで、この話題は数日のあいだ、紙上に舞った。 
 1946 年 9 月 26 日（第 10 版）の大燕「最近の児童刊行物」（最近的児童刊物）は、
以下のようである。 
 

毒素をもった連環図画は、ながらく畸形的な発展をしていて、大街小巷では、い
たるところで純潔な子供たちを誘惑している。これはまことにたいへん危険な現
象である。 

 
 1946 年 9 月 27 日（第 12 版）の何力平「児童婦女の精神的飢餓 連環図画をいか
に改良すべきか」（児童婦女精神飢餓 連環図画如何改良）も、次のように主張する。 
 

 連環図画の内容が、姦淫、盗賊、神怪にほかならないがために、これを読む人
びとは、知らず知らずのうちに、その脳内に奇怪なものが詰め込まれていく。こ
れらの奇怪なものは、ある時期になると表面化する。すなわち連環図画中毒であ
る。たとえば、過去における、子供たちの入山求仙、あるいは今回の北京路の惨
劇は、いずれも連環画の毒に当たったことによる反応である。（中略） 
 連環図画の取り締まりは、遠く抗戦前から、叫ばれていたものであった。どう
してそれが実現できないのであろう？（中略） 
 連環図画の形式そのものには罪はない。罪があるのは、連環図画の形式に詰め
込まれた姦淫、盗賊、神怪の内容である。われわれは、逆に、古い瓶に新しい酒
を詰め込もうではないか。連環図画という旧形式に、科学、道徳、芸術の新内容
を詰め込むのである。こうしていっそう容易に、連環図画を愛読する児童と婦女
は争ってこれを手に取ることになる。 

 
 各地における連環図画の取り締まりや焚書の報道と、この媒体の持つ害毒への罵倒
は、その後もしばしば『申報』の紙面を飾っている。 ���
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 1947年の３月には、またしても子供五人による「入山訪道」事件が発生した。1947
年4月17日（第９版）の「自由談」にみえる陳家 「連環図画の毒」（連環図画之毒）
では、次のように言っている。 

 
3月31日、５人の小学生が入山訪道を企て、上海から寧波まで来て、港を徘徊し
ているところを保護された。子供たちの「入山訪道」は抗戦以前にも行なわれて
いたが、10年を隔ててふたたびおこったのは、胸の痛むことである。「入山訪道」
を防止すべく、荒唐無稽な連環図画を焚書にすべきである。 

 
 このような現状に鑑み、取り締まりや焚書を進めるとともに、行政側は、改良のた
めの法を講ずるべく、いくどとなく会議が持たれていたようである。たとえば̶。 
「連環図画改良委員会」開催（『申報』1947年5月3日第５版） 
「図画小説改進研究会」設立（『申報』1947年7月16日第４版） 
「上海図画小説改進会」秋季聯歓会開催（『申報』1947年10月14日第６版） 
「連環図画の編集と審査方法」を教育部が審議（『申報』1947年11月25日第６版） 
「連環図画の指導辦法」制定（『申報』1948年5月12日第４版） 
「民衆読物編査委員会」成立（『申報』1948年6月8日第６版） 
というような記事が、しばしば見える。会の名称は微妙に異なるが、実質的に同じも
のもありそうだ。最後の「民衆読物編査委員会」では、「連環図画」の正式名称を「図
画小説」とすることを決定したそうであるが、そのあたりを見ても、じつに「お役所
的」な議論が活発におこなわれていたのであろうと想像される。これらの会議に、ど
れほどの効果があったのかはわからない。なぜならば、次のような記事もあるからで
ある。 
 
 温肇桐「芸術教育の新課題」（「芸術教育的新課題」1948年6月6日第６版） 

 だれもが頭を痛めている「連環図画」は、禁止せねばならない、また改良せね
ばならないものだ。しかし、政府が再三にわたって指示を発しているにもかかわ
らず、それはいまだに法のはるか外にある。最近、本市の教員福利会教育研究工
作展において、以下のような、驚くべき統計と分析が報告された。 
（1）「連環図画」は民国５年に発行されて以来、現在ではすでに全国および南
洋各地にまで普及している。 ���
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（2）本市の書攤は１千軒、ひとつの書攤ごとに毎日平均80人の読者があるとす
ると、一日で８万人。各人が借り賃５千元を払うとすると、毎日の「連環図画」
の総消費は４億元になる。 
（3）その内容は、人物については、鬼神妖怪、巫卜風相、武士侠客、士豪悪霸。
形式については、通じない文章、歪曲された記載、醜悪な画面。思想については、
鬼神賞罰、大公無私、よき風水が見つかれば、子孫は必ず大いに栄えん……。 

 
 このように、賃貸料についてのデータがしばしば提示され、これらを正確に読みと
るためには 40 年代末期の貨幣価値の変動を考慮に入れなければならないのだが、本
稿では触れないでおく。 
 これらの記事からわかることは、悪しき連環画に頭を痛めるというのは、民国時期
から継承された、やりのこされた宿題であったということである。それだけ連環（図）
画なるものは、しぶとかったということであろう。 
 次に掲げるのは、上記『申報』の記事から、ほぼ一年後の『人民日報』に掲載され
た、ある読者からの投書である。 
 

図書館、小書攤では、さまざまな封建的、植民地化的な、鬼神故事の連環画など
が、あいかわらず児童の脳味噌に注ぎ込まれています。（斉進「批評与建議」『人
民日報』1949 年 5 月 13 日第 2 版） 

 
 また『人民日報』1951 年 5 月 6 日第６版に見える「旧連環図画問題を厳正に処理
しよう」は、全国各地の小人書攤の調査データをもとにした記事である。 
 

ある典型的な書攤での調査によれば、全書籍が 557 種、1336 冊のうち、進歩的
な書籍はたったの 31 冊、加えて、その他の歴史物語などを題材とした害のない
書籍が 100 種あまり、200 冊ほど。それらの総数は、全体の 20％を占めるだけ
で、残りの 80％は、封建、迷信、色情、神怪、恐怖、反動的なものである。 

 
 かくしてわれわれは、1950 年代にふたたび回帰する。今回の時間旅行でわかった
ことは、政権、国是が変わったところで、毒を撒き散らすといわれる連環画の弊害な
るものは、なにも変わっていなかったということだ。歴代の行政が無能だったからな
のか？ あるいは、いかなる能吏をもってしても太刀打ちできぬほど、連環画なるも���
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のは無敵将軍だったのか？ 
 1950 年から 52 年にかけての、上海における連環画改造の経緯については、上海
案館蔵の 案を紹介した、荘志齢・宣剛選編「上海連環画改造運動史料（1950-1952）」
や、同 案を分析した程佳「論上海連環画業的社会主義改造（1949～1956）」に詳
しい。それらの 案によれば、行政サイドの当事者は、当時なかなか作業が進展しな
かった理由として、連環画出版業者に、新連環画̶「解放書」とも呼ばれていた
̶への不安があり、表では「新」に参加しつつも、裏では「旧」も捨てきれず、ち
ゃっかり旧連環画で商売をしていたことなどを挙げている。 
 また、これとともに、幹部による指導がほとんど機能していなかったことも指摘し
て、「上海連環画改造運動の指導者は、かくして、インスピレーションのある実務的な
指導者から、受け身的な、熱しやすく冷めやすい指導者を経て、しだいに指導を放棄
し、はなはだしくは指導しない、指導者がいない状態になっていった」と訴えている。
さらに、そのような指導者不在の状態への不安と不満から、出版業者がその機に乗じ
て盲目的なデタラメなものを出版するというような、悪循環がもたらされたともいう。 
 
連環画稼業はやめられぬ？ 
 『申報』の社説は、その取り締まりの対象となる連環図画書攤の様子についても、
当時の状況を教えてくれる。 
 「最も普及している民衆の読物 上海の連環図画業」（「最普遍民衆読物 滬連環図
画業」1936 年 11 月 4 日第 8 版）には、上海の連環図画の情況がスケッチされている。 
 

▲……連環図画は、もっとも普及している民間の読物であり、上海で発行された
ものが、もっとも多い。しかし内容は、ほとんどが神怪小説であり、社会教育の
推進に大きな悪影響を与えている。教育部は、目下改善の法を模索中だが、ここ
にその現況を明らかにしてみよう。 
▲出版の種類  連環図画の内容は、大部分が旧小説を参照して、これを簡略に
し、通俗化し、趣味化し、文字と図を半分ずつにしたものである。社会で発生し
たニュース事件を編集したものも、まま見られるが、全体としては神怪伝奇が多
数を占める。『七剣十三侠』『荒江女侠』『火焼紅蓮寺』などのタイトルが多く、誨
淫の作品は比較的少ない。対象となる読者層は、児童と、ごく簡単な文字の読め
る成人であり、侠義小説がわりと人気である。 
▲営業の概況  連環図画を発行する書店は、市内に百余軒を下らないが、大部 ���
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分は閘北の蒙古路北公益里一帯で、この地域では８～９０軒もの多きに達してい
る。そのほかは、九畝地にも数軒、四馬路はわずかに１軒である。出版の総計は
８～９百種、それぞれにつき、１部から 10 数部とまちまちである。外地への発
行も盛んであり、特に北方が多い。市内で購入する者は、いずれも里巷で営業し
ている書攤であり、近所に住む子供たちに賃貸している。最低価格で、平均１部
につき７分から１角である。 
▲甚大な影響  連環画は、知識分子たちの注意を引かないものの、下層社会と
児童における勢力には甚大なものがある。その通俗性とわかりやすさ、おもしろ
さゆえに、書攤が存在しない路地はない。商店や工場の徒弟たちが借りて読むの
は、この種の読物がいちばん多い。ただ、その内容は神怪伝奇であり、児童の考
え方を変えてしまうこと、神怪映画の効力とくらべても遜色がない。まこと、も
っとも普及している民衆読物なればこそである。（以下略） 

 
 また黄接青の「連環図画の内幕」（「連環図画的内幕」1946 年 10 月 2 日、12 版）
も、貴重な情報を提供している。 
 

【連環図で飯を食う】  上海にいまある「連環図画」の書局は、おおよそ十余
軒ほどで、「亜東」「全球」「日新」「文徳」「啓知」「有文」など数軒が、出版数が
もっとも多い。これらの出版商は、絵師に対し、ほとんどは原画を買い取って報
酬としているが、月俸制を取っているものも少なくはない。出版後に売れ行きが
好ましければ、別に賞与を出すこともあり、待遇はけっして悪くはない。そのた
めに、これを生涯の職業としているものもいる。 
 連環図画の販路は、もともと内地の県市郷鎮を主としていた。それ以外にも、
四割引きの価格で、本市の書攤と販売商に卸

おろ
される。（中略） 

本市の「連環図画を貸し出す書攤」は、ぜんぶで４千軒あまりあり、賑やかな市
街地から人気

ひと け
のない陋巷まで、いずこにもかれらの痕跡を認めることができる。

１部（おおよそ 20 冊から 24 冊）で、現在の貸し賃は２百元である。６回貸し出
すだけで、もとが取れる計算であり、刻苦倹約すれば、ひとつの書攤の経営で四
人の家族を養うことができるだろう。 

 
 民国時期の絵師の生活については、大陸で書かれた連環画の通史においては、国民
党時代の暗黒社会の底辺で、資産階級から虐げられていた下層労働者、というイメー���
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ジが多く喧伝されている。それらもある一面ではあったろうけれど、それだけではな
かった、ということなのかもしれない。 
 
悪い本は、オイシイのである 
 さて、ふたたび社会主義中国の 1958 年。『治安管理処罰条例図解』という連環画形
式の冊子が刊行されている。当時の中国の法に触れるような悪事のあれこれを、図像
で説明してくれるという親切なもので、たとえば賭博や買春をしてはいけませんとし
て、その代価として「拘留何日、罰金いくら」というようなことが、絵とともに懇切
丁寧に明記されていて、正しい人民をめざすひとびとにとっての、好ましい手引きと
なっているのである（冒懐蘇、范一辛絵図。四二開、上海人民出版社、1958）。 
 そのなかには、「反動、淫穢、荒誕なる書籍、雑誌、画冊、図片」の、取り締まりの
対象となっている印刷物を売ったり貸し出したりすることが、「10 日以下の拘留、も
しくは 20 元以下の罰金」の罪に問われるべきことが明記されている。 
 絵に描かれているのは、「悪い本」に読みふける「感心できない人たち」。そして、

���
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そこそこにもうかっているのか、いまはまだホクホク顔でいるものの、やがては「10
日以下の拘留、もしくは 20 元以下の罰金」の判決に処せられる予定の、連環画書攤
のおやじさん。これらのほほえましい人びとに加えて、左手には本棚が描かれている
が、そこに並べられた「悪い本」には、小さな字で、ていねいに書名までが書きこま
れている。虫眼鏡を使ってよくよく見れば、『死鬼』『怪侠』』『怪鬼』『鬼恋』『愛』『肉
蒲団』『江湖十三侠』『情欲』『隠身女人』『流水無情』『情女淫奔』『肉ナントカ』『魔鬼』
『姨太太』『愛的波折』『性』『大偵探家』『女盗』『性史』『血案』などの文字群……。
これらが、女体とおぼしき図案とともに、表紙を飾っている。30 年ほどもむかしの民
国期となんら変わらない、どこかで見た風景である。 
 
清末の悪書棚 
 「悪い本」とこれを殲滅せんとする行為の伝統は、長江のごとく、悠久の過去から、
果てしない未来にいたるまで、滔々と流れつづけるのであろう。 
 清朝末期の 1907 年に天津で刊行された『人鏡画報』第４期（光緒 33 年 7 月 4 日）
には、次のような内容の記事が掲載されている。 
 

 天津の繁華街には、露天の本屋が多いが、そこには『封神演義』『聊斎志異』『紅
楼夢』などの本が並べられている。それらはすでに発売禁止となっているものだ
が、そのほかに、多くの淫蕩な芝居本がとりそろえられている。特に、きわめて
不潔で淫乱な小説本が隠れて売られていることは、公序良俗を害するもので、ま
ことに憂慮すべきことだ。 
 天津には学校が林立して、若い学徒が歩き回っているのに、これでは目の毒で
あろう。このような淫を誨

おし
える書物は、彼らを欲望の海に導くもので、教育界の

前途に与える悪影響は小さくない。学生たちを保護する立場にある者は、ぜひこ
れを調査してほしい。 
 

 そして絵を見ると、まず奥の棚に積まれているのは、『聊斎志異』『封神榜』『水滸伝』
『紅楼夢』『三国演義』『杏花天』『隋唐艶史』『殺子報』『緑野仙踪』『列国志伝』など
の小説本。テーブルの上に並べられているのは、『劉坤一』『李鴻章』『新式珠算』『後
悔』『思凡』『尼姑思春』『妓女ナントカ』……。このあたりが「淫蕩な芝居本」なので
あろうか。 ���
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 「連環図画」なるものが、やがて世に生まれ出て、この国を騒がせることになる、
前夜の風景である。 
 
そして少年は旅にでる 
 少年たちが、魅惑的な書物に描かれた英雄にあこがれ、仲間と連れ立って神秘の世
界を尋ねていくという物語は、いまだに語られ、綴られ、映像化されている、ヒロイ
ック・ファンタジーの王道であり、〈剣 と 魔 法

ソード・アンド・ソーセリ
〉は、いつも少年たちを魅了するも

のだ。かれらの「入山」行動は、児童心理や社会心理学、あるいは民俗学的な視点か
らも考察されるべきかもしれない。 
 そしてまた、その後の中国において、『語録』という神剣をかまえながら、毛主席と
いう偉大な師に謁見することを求めて北京に流れた紅衛兵、あるいは郷村に流れた大
量の知識青年の空間移動にも、連環画のような宣伝媒体が、青少年の心理に対して有
効に機能していたのではないかと思われる。その理屈は、神怪連環図画を読んで峨眉
山に旅立った子供たちの不可思議な行動と、ひとつだったのではなかったろうか。 ���



 26 26

 社会主義中国は、民国期以来の懸案であった「古い瓶に新しい酒を注ぐ」を、かれ
らなりに、ほぼ成功させ、他のさまざまな文芸ジャンルと同様に、連環画もまた革命
英雄の物語を主要な題材とする、プロパガンダの有効な道具として機能させた。四十
八冊から成る『中国現代美術全集』（1998）に、二冊の「連環画巻」を設けたという
のも、その政治的功績を認めてのことであろう。 
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